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相栄電器株式会社 
ソフトウェア事業部 
 

2005 年 8 月 
 

Diskeeper® 9  for Windows® 日本語版 新発売のお知らせ 

＜プレスリリース＞ 

 

 
平素より格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。 
 

ネットワークデフラグメンター Diskeeper およびファイル復元ツール Undelete の開発元であ

る Executive Software 社（本社アメリカ、カリフォルニア）は、Diskeeper の新バージョン、 
Diskeeper 9 for Windows 日本語版の発売を発表いたします。更に進化した機能が搭載

されました。 
また今回、主にホームユーザ様を対象として、新たに Home Edition（スタンドアロン向け）が Diskeeper
製品のラインナップに加わります。本エディションは、高機能デフラグツールを魅力的な価格で発売いた

します。 
発売日は 2005 年 9 月 22 日を予定しております。また、通常の販売に先立ち、ダウンロード販売を先行し

て開始する予定です。詳細は当社ホームページ（www.sohei.co.jp）でご確認ください。 
 
コンピュータシステムは徐々に遅くなります。それは幻想ではありません。その原因はディスクの断片化な

のです。ディスクの断片化は急速に発生し、システムのスローダウン、長い起動時間、クラッシュ、フリー

ズ、そしてシステム障害の原因となります。 
最大のシステムパフォーマンスを得る唯一の方法は、システムを最適化された状態に保つことです。 
Ｄｉｓｋｅｅｐｅｒを使えば、もう断片化によるスローダウンやクラッシュを心配する必要はありません。 
Ｄｉｓｋｅｅｐｅｒには数々の優れた機能と新しいテクノロジーが搭載され、システムをトップスピードで走らせ、

クリティカルなシステムファイルを保護し、これまでにないパフォーマンスを提供します。 
 
新バージョン Diskeeper 9 の主な新機能は、下記の通りです。 
 
1. I/O Smart（アイ オー スマート） 

デフラグ中もトップスピードを確保できるようドライブのアクセスを監視します。 
2.Frag Shield（フラグ シールド） 

システムの安全性と信頼性を維持しながら、クラッシュにつながるクリティカルなシステムファイル 
の断片化防止に役立ちます。 

3.ドライブごとに 2 種類のスケジュール設定 
  コンピュータをいつどのように使用するかに基づき、デフラグ処理のカスタマイズが可能です。 
4.ファイル パフォーマンス デフラグモード 

速度低下の最大原因となっているファイルをデフラグ処理することでパフォーマンスを向上させます。 
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Diskeeper の優れた機能： 
• スケジューリング機能 

Diskeeper のスケジューリング機能を使えば、定期的にバックグラウンドでデフラグ実行します。いつ

でも最適な状態を保てます。Smart Scheduling 機能を使えば実行間隔が自動的に設定されます。 
• ＴＶＥ（テラバイト ボリューム エンジン） 

Server Enterprise Edition ではテラバイトクラスの大容量ディスクに対応した、TVE（Terabyte Volume 

Engine）を搭載し、100GB 以上の大容量ディスクに非常に高速で効果的な威力を発揮します。 
• ネットワーク機能 

Diskeeper はシステム管理者が管理するように設計されています。システム管理者は自分の席にいな

がら、Windows ネットワーク上のマシンへ Diskeeper をインストールし、その後接続し、分析やデフラ

グを実行したり、スケジュールを設定したりすることができます。設定の対象が数百、数千であっても

数回のクリックで設定可能です。（Administrator Edition のみ） 
 

Diskeeper 導入の効果： 
• ターゲットファイルへの高速なアクセスによる生産性向上 
• バックアップやセキュリティソフトの処理スピードアップ 
• コストセービング（システムダウン等によるヘルプデスクの負担減） 
 
Diskeeper 9 for Windows 日本語版の希望小売価格（消費税込） 
 

Home Edition 3,570 円  
Professional Edition 9,345 円 Professional Edition Upgrade 5,460 円

Server Standard Edition 52,395 円 Server Standard Edition Upgrade 31,395 円

Server Enterprise Edition 186,900 円 Server Enterprise Edition Upgrade 113,400 円

※ Administrator Edition については、後日発表予定 

 

このほか大変お得なボリュームライセンスも用意しております。（詳細は下記 Web サイトをご覧ください。） 

なお、2005 年 7 月以降に Diskeeper 8 日本語版をご購入された登録済みユーザー様は無償アップグレー

ドの対象とさせていただきます。詳細につきましては、別途、弊社よりご案内させていただきます。 
【動作環境】 
Diskeeper 8 日本語版は Intel x86(DOS/V)で動作します。Home Edition は Windows 95/98/ Me、Windows 2000 
Professional、Windows XP で使用できます。Professional Edition は Windows 95/ 98Me、Windows NT 4.0 Workstation、
Windows 2000 Professional、Windows XP で使用できます。Server Standard Edition は Windows NT 4.0、Windows 
2000 、Windows XP Professional、Windows Server 2003 で使用できます。Enterprise Edition は、Windows 2000 、
Windows XP Professional、Windows Server 2003 で使用できます。 
 
相栄電器株式会社は日本における Executive Software 製品の販売元です。 
Diskeeper 9 日本語版の試用版は下記 Web からダウンロードすることができます。 
 
【問い合わせ先】 
相栄電器株式会社 ソフトウェア事業部 
〒141-0022 東京都品川区東五反田 5-21-15 五反田メタリオンビル 
TEL. 03-3447-7544 FAX. 03-3445-9156 E-mail info@sohei.co.jp 
 

URL http://www.sohei.co.jp 
 
Executive Software、Diskeeper、Set It and Forget It、SmartScheduling、Frag Shield、I/O Smart は商標であり、Diskeeper Corporation、

Executive Software International, Inc.に帰属します。Microsoft®、Windows®および Windows NT®は、米国 Microsoft Corporation の、米

国およびその他の国における登録商標または商標です。その他、記載されている会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標で

す。 
※2005 年 6 月、Executive Software は Diskeeper Corporation に社名変更いたしました。 
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